
看
-油

二地

質

撃

概

要
理
撃
士

大

村

1

蔵

配

置

西

韮

油

田

(些

二
紐
解
仰
の
的
;-
つ
i,
4
11)

位
置
'
泊
革
及
産
額

葺
に
云
ふ
露
西
18
油
四
･JJ
は
高
加
索
山
地
並
にこ
塞
源
'
県
毎
の
沿
岸
地
方
に
散
在
せ
る
油

田
の
線
種
で
あ
る
｡
現
存
に
於

ては
出
洲
慣
城
は
五
ヶ
所
な
れ
.ru
も
､
兆
候
を
有
す
る
個
所
頗
る
多
-
､
就
中
甫
加

東
山
地
に
は
其
の
分
布
が
甚
だ
焼

い
｡
本
納
田
の
中
心
は
高
知
紫
山
地
の
兼
職
の
嚢
海
に
突
出
せ
る
ア
ブ
セ
ロ
ン
中

島
A

pshcr.n
p
e

n･の
南
岸
に
在
る

ry,l
ク
ウ
B
ak
u
市
で
あ
る
.
バ
ク
ク
市
附
近
に
は
甫
方
三
哩
を
距
つ
る
海
岸

に

ビ
ビ
｡
エ
イ

バ

ッ
ト

B
ib
y

E
ib
at
油
田
あ

I
.
東
北
方
に
雷

-
入
哩
を
拒
つ
る
丘
陵
地
に
rY,二
フ
カ

エ
ー
B

ahkhan
y･

サ
ブ
ン
チ

I
Sa
b
.
.ntchyLニ

ュ
ー
R
.
m
an
y
及
び
ス
ラ
カ

ニ
-

Su

rakhany等
の
大
油
圧~
適
宜
発
達
し
､
北
方
八

哩
に
は
ビ
ナ
ガ
デ
イ

B
in
ag
ad
i
油
田
が
あ
る
｡
こ
れ
等
の
油
田
を
紙
括
し
て
普
通

.,l
ク
夕
潮t
田
と
栴
し
て
屈
み
.
'バ

ク
ク
油
田
は
最
も
早
-
よ
-
発
達
L
P
常
に
露
西
並
石
湘
工
業
の
中
心
ビ
L･4
つ
て
屠
る
｡
ry,l
ク
ク
油
取
に
次
ぐ
産
油

々
田
は
バ
ク
ク
桁
の
北
西
三
百
哩
の
高
加
索
山
地
に
グ

ロ
メ
ェ
ー
G
r

osny油
田
が
あ
る
｡
更
に
グ

p･
ス
エ
ー
の
西
方

ボ
油
側
部
聯
枇

'*

宅

七

五
七



尉布分的油,fBf･波及並西緒

三
甘
哩
の
仝
じ
-
山
地
中
に
マ
イ

コ
ッ
プ
岩
aiko
m

p

抽
凹
が
あ
る
｡
此
の
外
､
ア
ブ
セ
ロ
ン
牛
島
の
岬
鵜
に
近
か
-

横
は
る
ホ
ー
リ
ー
島
H
oiy
island
及
び
東
海
の
北
兼
の
沿
岸
に
近
か
き

エ
ム
.rl
E
m

ba
に
も
塵
柚
々
凹
が
あ
る
｡

但
し

エ
ム
バ
油
肘
の
産
鰍
暦
は
中
庄
盾
に
し
て
他
の
油
田
だ
は
､
金
-
趣
を
典
に
し
て
居
る
｡

由
雄
､
高
加
東
山
地
は
石
洲

の天
然
に
湧
出
せ
る
個
所
頗
る
多
-
､
其
の
存
在
も
極
め
て
肯
き
時
代
よ
-
知
ら
れ



バ
ク
ウ
市
附
迎
油
田
小
布
樹

早
-
よ
り
地
方
伴
民
に
.燃
料
.fJ
L
で
利
用
さ
れ
居
た
b
L
こ
と
は
有
名
L･t
評
で

あ
る
O
放
か
れ
錐
交
通
の
極
め
で
不
便
な
rD
L
だ
P
そ
の
閥
の
制
度
の
宜
激
し

か
ら
ざ
わ
し
ど
の
翁
め
充
分
の
聴
展
を
見
ざ
-
L
が
､
偶
々
来
園
石
油
葉
の
発

展
に
刺
激
さ
れ
､

1
八
七
五
年
頃
よ
り
歓
雁
巴
の
資
本
家
の
投
資
を
見
る
に
至

も
P
藩
に
鰐
西
並
石
油
業
の
確
立
を
見
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
.
本
約
円
の

興
隆
に
預
っ
て
最
も
カ
あ
ら
し
は

1
八
七
五
年
､
ア
ル
フ
レ
ド

｡
ノ
ー
ベ

ル

A
tfre
d
h
Tob
et
(
一
八
三
三
1

1
八
九

〇
)の
塵
加
で
あ
っ
た
O

ノ
ー
ベ

ル
は
瑞

典
の
化
聾
者
に
し
て
も
豊
富

な
る
資
本
ビ
爆
教
導
の
聡
明
に
該
博
L･.る
撃
識
を

以
て
技
術
上
の
改
善
な
行
ひ
本
柵
田
磯
展
の
基
礎
を
造
っ
た
｡
今
日
世
界
の
撃

鼻
に
重
き
を
な
す

ノ
ー
ベ

ル
賞
金
の
資
金
は
右
の
ノ
ー
ベ
ル
の
寄
贈
に
由
る
も

の
で
あ
る
｡

本
州
田
の
聴
連
は
バ
ク
ク
油
田
の
で
フ
ク

二
一
1
万
両
に
始
ま

･Q
､
漸
次
バ

ク
タ
市
附
虻
の
他
の
油
田
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
る

｡
グ
ロ
ス
[7
-
の
凝
展
は

一

八
九
三
年
以
後
で
あ
る
｡

バ
ク
ク
油
田
の
産
街
は
ノ
ー
ベ
ル
塵
加
以
後
に
急
激

の
増
加
を
見
た
レ

即
ノ
ー
ベ

ル
感
知
の
翌
年
始

め
て
育
苗
叩
以
上
に
達
し
.
爾
後
毎
年
宵
寓
叩
内
外
の
埼
額
を
兄

;L

八
八
四
年
に
は

一
千
薗
帽
に
連
し
た
｡
そ
の
後
'
史
に
勢
を
椅
し

-1
八
九
八
年
に
は
六
千
笛
帽
を
越
え
北
米
合
致
間

の
産
額
を
凌
駕
す
る
に
至
っ
た
｡

1
九

〇
1
年

i二は
八
五
､

t
七

O
p

O

O
U帽
に
逢
せ
L
が
､
こ
は
韓
西
成
の
虚

石

油

的

封

桝

純

.=1

望

外

.G

.九



地

球

措
七
雀

節
･:(
批

宍

〇

六

∪

油
顎
の
最
項
で
あ
っ
た
｡
資
に

7
八
九
八
1

1
九
〇
一
年
の
四
ケ
年
間
は
霧
西
燕
石
酢
業
の
金
盛
期
に
し
て
産
額
に

放
て
世
界
の
第

山
に
握
っ
て
嵐
た
｡

1
九
二
四
年
に
於
け
る
本
納
的
金
牌
の
産
額
は
四
五
､

一
六
二
､
0
0
0
鴨
に
し
て
内
葦
の
概
算
は
バ
ク
ク
油
田

は
二
五
,
0
0
0
､
〇
〇
〇
時
､
グ

ロ
三

-
油
田
は

二
九
ー
〇
.〇
〇
to
o
O
曙
､

マ
イ
コ-ヅ
プ
油
田
は
二
五

O
e

o
O
○
曙
で
あ
る
U

而
し
て
.,,
ク
ウ
油
田
に
於
て
ほ
ど
ビ
エ
イ
ガ
ッ
ト
.
そ
フ
カ
ニ
ー
p

ロ
=

T

t
サ
ブ
ン
チ
I

の
四
鰍
田
の

一
九
二
四
年
に
於
け
る
年
麿
額
は
大
略
1rTm
官
蒔
柘
宛
で
あ
る
｡

1
八
六
三
年
甘
-
l
九
二
四
年
に
至
る

木
浦
1日

の紙
産
額
は
二
､
C
八
二
'
九
六
三
､
O
O
O
略
で
あ
る
｡

油
質
は
ナ
フ
テ
ン
系
の
も
の
に
し
て
ボ
ー
メ
は
平
均
二
八
庶
内
外
で
あ
る
｡
但
し

エ
ム
.'q
油
田
の
む
の
は
ギ
ー
メ

三
三
度
で
あ
る
｡

地
質
及
鋳
床

∴

:Z
加
索
山
地
に
は
其
の
中
央
部
高
峻
の
地
鰹
心
は
古
生
､
中
座
等

の
有
紀
の
岩
原
の
露
出
を
見
七･

朋
蓮
の
比
較
的
偲
夷
な
る
部
分
に
は
主
だ
し
て
第
三
紀
鳳
が
露
肝
L
で
屠
る
｡
従
っ
て
本
油
田
の
崖
抑
蝿
並
に
兆
候

地
は
高
加
索
山
地
の
周
遊
に
多
い
｡

高
加
壌
山
地
の
墜

二
紀
暦
は
中
部
及
び
下
好
に
数
回
の
部
分
的
不
慮
各
的
閥
係
を
発
見
す
る
も
.
･大
髄
に
於
で
飴

新
よ
り
僻
新
に
薫
る
会
場
の
執
暦
が
敬
達
し
で
居
る
｡
而
し
て
主
要
な
る
産
油
暦
は
鮮
新
統
S
下
部
､
中
新
枕
並
に

漸
新
舵
に
至
っ
て
居
る
.

i

左
に
系
統
の
時
代
､
特
徴
を
掲
ぐ

(
E
x

ptan
atoly
N
otes
to
Ac
c
o
m

p

any
th
e
G
e
olo
g

i

C

al
M
ap

eft
h
e

C
a
u
c
a
s
u
s

b
y

F

21il{
Os

w

al
d
･
に
嫉
る
)



LithologlCal
･Character

IJILmestones,sandstoTleS,Clays
& Conglomerate

Limestonestl､ithsandstones

Darkcalcareousclays&sands
Grayblockcalcareousclavs,
withvolcanictufts

D -ark.claywithsand
(containinggas)

S andstolleS& limestones

Sandyclays氏osliticlimestone

Shales氏clays,withlimestones
& Sands (yie一ding gas&
Petroleum in thef主akuoil
fi,e14)

Preshwaterclays良 sands
(.yip.I(tingpetroleuminBaku
oilfield)

Sandsgrav els良 clays
(yielding petroleum in the
Bak uoilfield)

1.Lcvantine(I3akuStage)

1･Upper
(a)--∴ - - - -∴

(b〕--･･-･-･-･･

2.Middle(Sarmatian)
(a)川.･･.･･;･･･････

a
tla
UO
叫ld

aU
3
0
0
71岳

+･;
7-T=
州
:..読
.:･㈹
棚
.(.

宥
表
中
､
中
新
暦
の
上
部
は
人

に
由
て
鮮
新
暦
の
下
部
だ
し
て

取
扱
ほ
れ
て
屠
る
〕

バ
ク
ク
的
田
に
属
す
る
各
油

田
は
凡
て
鮮
新
暦
よ
-
成

り
､

石
油
も
鮮
新
の
下
部
乃
至
申
新

府
よ
り
稗
で
后

る
.
各
油
門
の

構
造
は
何
れ
も
鋸
漫
に
隆
起
せ

る
ド
ー
ム
状
背

斜

に

し

て
､

石
油
は
其
の
頂
上
に
旗
-
集
積

し
て
居
る
｡
貯
溜
岩
は
極
め
て

歌
か
き
砂
暦
に
し
て
石
油
の
含

有
は
極
め
て
亜
宵
で
あ
る
｡
加

之
'
含
油
砂
暦
の
数
も
頗
る
多

-
､
ビ
ビ

･
エ
イ
Q,t
ツ
ト
の
如

き
は
二
十
暦
以
上
に
達
し
で
居

る
｡
夫
れ
故
､

バ

ク
ウ
浦
河
の

Irt二



(暦油含 .､粗品キ大)院'r軒断師】州lトル パ イェ ビ ビ

(ち).--------- Calcareous~clayS.Withlimest.one
(yietdihgin the Baku oil

･(C)-------.-一 fieldlShalcs.&shellysandstone

3.工.owqr(mediterraneanstage,Vindobonian)(a)-.---.---.....(gpiriatisbcds)(b､..-----∴--- Clays&sandymadsClays,sandstones●&mads
(chokュ.Okbed)(yieldingpetroleumat.Grozny)

1.Upper Laminar,bituminousclays
intetcatatlngSandstone
CyieldingpetroleumatMq i -

copdistrict)

2.Middle Marly.&clays,inplacesshaly
& bituminous (sometimes
yieldspetroleum)

3.Lower Sandymarls& clays
fsometimesyieldspetroleum)

-
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同町.gr精出油- ニス ログや

単
位
面
積
に
封
す
る
産
油
量
は
甚

だ大
に
し
て
ビ
ビ

･
エ
イ
.I-,
ヅ
･･L
油
日
に
於
で
は

]

エ
ー
カ
ー
の
面
積
に
て
四
C
jP

o
o
o
曙
以
上
の
産
出
の
割
合
ど
な
っ
て
屠
る
｡

グ

ロ
ス
ニ
ー
油
仕t
の
構
造
は
非
封
種
の
背
斜
構
造
に
し
て
南
方
に
鐙
に
東
方
に
甚

だ

し
-
急
斜
し
て
居
る
O
田
油
匿
域
に
は
中
鮮
統
露
出
し
､
石
油
は
中
新
銃
の
最
下
部
よ

-ri
蹄
出
し
て
居
る
｡
貯
溜
岩
は
歌
か
き
紳
闇
で
あ
る
.

ホ

ー
リ
ー
島
油
m
非
封
柄
の
背
斜
構
造
に
し
て
大
略
島
軸
に
滑
ふ
て
横
は
る
｡

地
質

は
鮮
新
続
に
し
て
石
油
も
同
続
の
最
下
部
よ
り
産
出
し
て
居
る
.
マ
イ

コ
ッ
プ
も
狭
長

な
る
背
斜
構
造
に
し
て
石
油
は
漸
新
釈
よ
-
産
出
し
て
屠
る
｡

E:

波

斯

油

田

位
置
'
泊
箪
及
産
哉

汲
期
に
於
け
る
産
油
田
は
現
在
に
て
は
'
汲
斯
蘭
の
北
姉
､

チ
グ
-
ス
河
口
に
近
か
き
ア
バ
グ
ソ
捲

P
o
rt
o
f

Abadan
の
北
兼
に
督

ち
一
四
〇
哩
を
距
つ
る
や.T
ダ
ン
･
ィ
｡
ナ

フ
ヅ
ソ
M
aid
an
･i
-
N
aftun

の
み
で
あ
る
.

汲
斯
園
内
に
於
け
る
石
油
採
掘
椎
の
大
曽1～
分
は

1L
九

〇
一
年
英
人
ダ

ル
シ

ー
Tf･
K
･
P
arey

が
獲
得
し
二

九

〇
三
年
か
ら
試
掘
軒
開
始
し
た
り
他
の
二
三
の
個
所
に
於
て
失
敗
し
結
局

や
■

ダ
ン
･
ィ
｡
ナ
フ
ア
ン
に
試
掘
し

一
九

〇
七
年
に
始
め
て
石
油
の
産
出
を
見
る
に
至
っ
た
.
於
此
七

一
九

〇
九
年

に
グ
ー
シ
ー
は
英
披
石
油
骨
祉

A
n
g
lo
･P
ercian
o
il
Co
.

を
創
立
L
t
ア
バ
グ
ン
に
製
納
所
を
設
立
し
､
油
田
地

よ
-
製
肋
朗
に
至
る

一
四
五
哩
の
織
管
を
布
設
し
た

.
其
の
後
､

]
九

三

一年
.
英
図
政
府
は
多
額
の
費
用
を
支
出

し
て
英
披
石
油
骨
融
の
株
を
買
収
し
て
.
大
に
披
斯
紬
田
の
開
磯
を
助
成
し
た
｡

石

油

地

邪

蝉
枇

婆

宍

三

六
三



地

球

崖
準
は

一
九
｣
三
年
迄
は
朱

だ
一
､
0
0
0
､
0

0
0
帽忙
蔑

せ
ぎ

り
L
が
1
1
四
年
に
は
]

躍

二
｡
0
0
0
'0
0
0
曙
を
越

え
史
に

一
九
二
〇
年

に
は

1
〇

五
C
)〇
､
0
0
d
略
に
二

九

二

四
年
に
は
三

｢
八
四
五
､
〇
〇

〇
帽
に
達
し
.
鴛
-
可
き
崖
軸

力
を
示
し
た
｡

約
質
は
ア
ス

ハ
ル
ト
系
の
も

の
多
-
､
ポ
ー
メ
は

三
七
度
で

あ
る
0

地

質
及
鋳
床

マ
イ
ダ
ン

･

ィ

｡
ナ

フ

ツ
ン
約
円

を
構
成
せ

る
地
質
の
屠

系
は
次
の
如
き
関

係

で
あ
る
｡

(

T
h
e
G
e
ology

a
n
d

o
it
m
e
a
su
r
e
s
o
f
S

outh-

W
es
t
P
ersia
,A
.H
.
R
ich
ards
･

o
n

,
In
s
t･
P･
T
e
ch
n
o
l"rtyla
y

]
3

,

1924=
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a
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a
U
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Ssmari
Lime貞tone

SerleS

LithologiCal
Charact.er

Massiveconglomerate,･王oosesand& clays;
maximum thickness15.00055

unconformlty
Uppergroup

Sandstone,redmad &gypsum thickness
lO0-3.00055

Middlegroup
sdndydetritalLimestone,calcoreousSan-
dstoneblue&redshalewithinterbedded
gyPSum'
lWaximnuTnthickness2･50055

Lowergroup
Beddedgypsum,intercalatedl･ed&blue
shalessalt,anbydrite･Maximumthikness
5･000F'6 (Petroliferous)

unconformity
Massivehardnummuliticiimestone.

(chiefoilhorizollatMaidan-i-Nlaftuh)
IWaximum thickness2.00051

Petrolif-erousshales,mterbeddedlimestone
thicklleSS250t75

節
大
鶴



産
油
憧
域
は
主
だ
し
て
下
部
の
フ
ア
ー
ス
暦
が
蕗
出
し
て
屠
る
｡

該
厨
は
津
山
の
含
淋
層
を
爽
む
故
に
洲
田
地
附

近
に
は
油
層
の
露
出
が
多
い
｡
此
の
方
面
に
試
掘
が
開
始
さ
れ
た
る
は
'
こ
れ
等
の
露
頭
が
動
機
で
あ
る
｡
主
要
柵

暦
は
フ
ア
ー
ス
暦
の
下
部
に
横
は
る
ア
ス
ヤ
リ
ー
石
衣
岩
に
し
て
.
其
の
貯
溜
朗
もこ
就
て
は
多
少
問
題
あ
る
も
石
次

岩
の
上
部
に
在
る
不
整
各
面
に
生
じ
た
る
風
化
蝕
刺
に
由
る
恭
隙
(
o
p
e
n
in
g
s

a
t

e
l
a
S
io
n

s
u

lface)
で
あ
る
ビ
解

さ

れ
て
居
る
｡

本
油
田
の
所
載
地
は
イ
ラ
ン
高
原

訂
n
ian
p
tateau

の
酉
麓
に
横
は
る
麓
丘
地
帯
に
し
て
箪

二
紀
暦
が
比
較
的

経
理
に
摺
-;
し
て
居
る
｡
本
池
田
も
延
長
十
七
哩
に
連
す
る

一
大
背
斜
構
造
心
し
て
'
暦
向
は
イ
ラ
ン
山
脈
ご
同
様

に
北
西
-
南
東
で
あ
る
｡
西
方
に
急
科
し
東
方
に
締
斜
し
七
二
倍
の
副
背
斜
を
構
成
し
て
居
る
｡

附

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
油
田

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ

P
JIes.p
otam
ia
は
賂
雄
の
大
歳
柵
地
と
し
て
欧

洲
大
戦
後
'
そ
の
採
掘
構
利
獲
得
に
就
て
列
強

の
間
に
職
烈
な
る
競
争
を
惹
起
し
た
る
を
以
て
有
名
ど
な
っ
た
地
方
で
あ
る
｡
就
中
'
其

の競
軍
の
焦
鮎
LJJ
な
-
L

は
バ
グ
ダ
ッ
ト
B
agh
d
a
d
I
巧
ス
-
ル
N!.sul
間
の
親
近
を
酉
蓮
だ
し
ペ
ル
シ
ャ
囲
境
に
至
る
大
略
矩
形
の
地
域
に

し
て
普
通

屯
ス
ー
ル
油
田
YJ
栴
ば
れ
て
屠
る
も
の
で
あ
る
｡
此
の
地
域
も
ペ
ル
シ
ャ
油
閏
だ
同
様
了

T
ラ
ン
高
原
の

酉
麓
の
丘
陵
地
に
あ
り
､
地
質
及
構
造
の
関
係
も
亦
大
略
同
棲
で
あ
る
｡
数
修
S
経
理
LJ,る
背
斜
構
造
に
数
多
の
出

納
兆
候
を
件
ふ
な
以
て

1
轍
か
ら
肺
衆
が
期
待
さ
れ
て
屠
る
わ
け
で
あ
る
｡

布
的
地
質
学
概
公

M
八
屯

･:ハ

証


